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緒 言
　現在まで，白鼠に実験的食飼性脂肝を発生する
原因と成る物質は10種類以上知られてV・るが1），
その中本態の解明されているものは数種類にしか．
すぎない。
　著者は第8報2におV・て毒物による中毒性脂肝
を白鼠に発隼させ，その場合の各臓器紅織Plasm－
alogenを測定しその結果を報告した。かかる毒物
は実瞼的には高度な脂肝を発生するが，しかしそ
の結果は生体に毒作用を及ぼす所のクUロフォル
ム，黄燐，四塩化炭素等を用v・たものであるから，
あくまで生理的條件より隔ったものであった。そ
れ故食飼成分の長期閥に亘る欠陥によって生する
所の脂肝に：ついて，その各臓蕃Plasmalogenを襯
察するtとが望ましV・。
　著者は食飼性脂肝を次の3種類の食飼投與即ち
低蛋白高脂肪食，’ cRレステロール脂肪食，肝臓
食並びに完全磯餓によって白鼠に発生させた。
　低蛋白高脂肪食に原因する食飼性脂肝はBest
（1932）3）によって初めて研究され，その結：果cholin
のlipotrophic作用が明かにされ，その後Du　Vig－
neand（1941）4）等の栄養学的研究と相ま？てme－
thionineのlipotrophic　｛乍用の発見へとこの問題は
進展した。
　高コレステロール脂肪食による脂肝は，Schδn－
heim（1924）5）晶晶多数の研究者によって観察され
て來た問題であり，その脂肝程度が食門中のコレ
ステロールと脂肪含量の比によって影響されると
V・うことがLoizides（1938）6）によって報告されて
「V・る。　　　　　　　　　　　　　’
　肝臓食による脂肝発生はBlatherwick、（1933）7）に
よって初めて報告され，当時これは肝臓中に含有
される所のコレステロールに原因するものではな
いかと考えられたが，肝の水抽出物によっても脂
肝の発生する～二とが証明され，この設は否定され
た。その後Mc　Henry（1941）8）はbiotinが肝臓食
による脂肝と予防因子を含むあらゆる点で類似せ
る脂肝を発生することを証明し，肝臓食による脂
肝vi　biotinに原因するものではないかと推定して
いる。
　完全鰻餓により肇生する脂肝は必要なるエネル
1）　Peters　＆　Van　Slyke　：　Quantitative　clinical
　　chemistry　lnterpretation　1，　435　（1946）．
2）吉原：札幌医誌　3，311（1952）．
3）　Best：　J．　Physiol．　75，　56　（1932）．
4）　Du　Vigneaud：　J．　Biol．　Chem．　140，　625・　（1941）．
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6）　Loizides：　Bioehem．　J．　32，　1345　（1938）．
7）　Blatherwick：　J．　Biol．　Chem．　103，　93　｛1933）．
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ギー生産のため貯藏脂肪が動員され，その結果脂
質代謝の中枢臓器である肝に過剰の脂質が蓄積さ
れて招隣するもρである。
　以上3種の食管投與並びに完全鰻餓により著者
は白鼠に食飼性脂肝を発生させ，その場合の各臓
器Plasmalogenを測定し，若干の興味ある結果を
得たのでここに報告する。
　　　　　　　　　実験方法
　L実験動物：体重1509前後の成熟白鼠10数匹を使
用した。
　2．定量法：対照動物及び冬脂肝動物の諸臓器につい
てPlasmalogenを測定し，夏1こ肝については同噂に中性
脂肪を定量した。それぞれの定：量法は次の如し。
　　i）Plasmalogen：第6報9）に記したる著者の方法に
て定量し，比色にはPulfrich－Stufen－Photometer（島津）を
使用レた。
　　ii）中性脂肪；G．　Blix）（1937）10法に副い，脂質抽llI
液のアセ」・ン可容画分につき，そのグリセm一ル量を定量
し，こオしを9．7倍して中性脂肪量とした。
　3．対照実瞼：成熟白鼠2匹を断頭し各臓器を夫々合’し
て秤量し，これに10倍量の海砂を加え，パスタ状に成る
まで乳鉢中で艮く磨罰する。次いで臓器重量の50倍量の
混アルコールを2回に分け，各回衝・に与分開振回後拝1過し，
次いで25倍量のアルコhル。エ｛テル混液：で30分，更に
25倍量工炉テルで30分それぞれ逆流冷・却器を附けて脂質
を完全に抽出し，これを濾過して濾液合部を合し，メスコル
ベンを用いて繊器重量の100倍脂質才由出液を作製する。ど
の抽出液より各定量法に適当なる液量をピペットでとり，
減圧の下に蒸溜，乾固してそれぞれ定量する。
　4．低蛋白高脂肪食実験＝低蛋白高脂肪食飼（市販マー
ガリン60％，i霧粉35％，マツカラム塩13％，ビタミンB製
剤粉末2％，野茱若干）で2匹の成熟白鼠を40U岡飼育後，
対照動物．と同様なる方法で分析した。
　5．高コレステ・一ル脂肪食実験：高コレステロール脂
肪食飼（澱粉60％，市販マーガリン10％，順：脂カゼイン15
％，コレステロ・一ル2％，マツカラム塩4％，ビタミンB製
剤粉末2％，野川著干）で2匹の成熟白鼠を6週問飼育後，
対照動物と同様なる方法で分析した。
　6．肝臓食養瞼＝市販の生の牛肝臓を何等処難を加えず
に，．毎日肝臓のみを約50～60g投與し，30日聞飼育後対
照動物と同麗なる：方法で3例について分析した。
　71完全鱗三明瞼：2匹の成熟白鼠を室温で4i燗，水
のみを吼えて完全隣餓に陥らしめ，第4iii国に断頭して各
例の臓器を別個に分析した6
　8．組織学的槍査：実瞼に使用したる白鼠の肝は全て，
その1部を10％フォルマリン液にて固定したる後，Sudan
III及びHematoxylinesosin染色をなし，その中性脂肪沈
着程度並びに細胞構造の変化を銚見した。
実験成績
　L　組織学的所見及び肝中性脂肪含量
　脂肝における著しい組織学的変化はSudan　IIIによって
染色される所の申性脂肪の出現である。この脂肪沈着は程
度の相異はあるが食飼性脂肝の全例につき．ﾏ鑛され，コレ、
ステロPル脂肝において最も著しくジまた完全鱗餓実寸に
おいては最も軽度であったb脂肪沈着は小葉周辺剖1が若明
であり，次いで中心部の順であるが，特にコレステロール
脂肝の如きは小葉全体に一襟の脂肪沈着が見られ，これに
反して最も軽度なる完全鱗皆実瞼においては微系肛1穎粒状の
脂肪浸潤が見られるだけで脂肪滴は観察されなかった。
Hematoxylineosin染色による肝細胞の退行i変性峠，巾毒
性脂肝の如く顯著には現われなかったけれ共，多少の細胞
膨大及び核の崩壌等がコレステロール脂肝に於て観察され
．た。
　次いで，口実瞼動物の肝中性脂肪量を定量した。その結
果は第1表の如くである。この表より対照動物の肝中性脂．
　　　　　　　第1表　肝中性脂肪含量
対　獺｛
低蛋白高脂肪食
「圃コレスアロ｛
ル　脂　肪　食
肝
完
臓食
全例｛
肝心重量
　g
9．ox
S．3×
6．3v，
12．or－k
6．4’ve
9．1
8．1
Z4
2．8
中性脂肪
mg％
　430
　6工5
ユ，760
4，100
1，700
2，750
2，250
2，380
1，930
中性脂肪総量
　　mg．
38
51
110
512
108
250
182
56
54
　ac　’白鼠2匹を合したる平均肝：重量
肪平均含有量として520mg％が得られるが，　この値を大
野（1939）1，1），Scheff（1932）1Lv等；の780　mg％と比較すると
幾分減少している様に思われる。しかして低蛋白高脂肪食
9）吉原：札幌医誌　3，200（1952）
iO）　B］ix：　Microchemica　acta　1，　75　（1937）．・
11）　Ohno：　J．　Biochem．　30，　35t　（1939）．
12）　Scheff’：　Biochem．　Zeit．　248，　186　（1932）．
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においては約3儒肝臓食にお）せは3～5倍，高コレス
テロール脂肪食においては約11倍の肝中性脂肪減加が認
められた。これに反して完全餓餓においてはmg％は可威
りの高値が得られたが，臓器が著しく萎縮しておりそのた
め中性脂肪総量は対照動物のそれと比較して殆ど差が認め
られなかった。
　2．対照実験
　対照動物各臓器Plasmalogenについての分析値は第2
表の如くである。この衷に於ける値は第6報～第8報にお
　　　第2表　各臓器Plasmalogen含量（mg％）
????????????? ?
対　照 食臓
?????????????
466
106
107
100
100
25
73
110
450
150
144
94
100
19
92
101
480
106
115
120
100
24
43
120r
482
98
128
100
80
30
68
68
1　500
135
130
ユ42d
1351
230
　86
　84
　＊559
93
160
118
87
34
　＊530
121
133
ユ30
91
338
????
39も143お
100P　110
4031　154
1041　121
156i　143
801　54
　一kこの筋は白鼠1匹についての測定値である。
いて報告せる正常値に比較して幾分低下している様に思わ
●れた。更に筋におけるPlasmalogen含量が正常値：の殆ど
　2倍：近くに増加していることが観察されるが，これは既報
の筋材料として白鼠腹筋を使用しており，他方今回の対照
動物筋材料としては白鼠脚筋を使用したる相馬に起因する
ものと考えられる。その他の臓器Plasmalogen含量につ
いても一般に低下が見られたが，これは怖らく季節的相扶
や栄養状態の違い及び個体差等によって現われて來る変動
　と想像さオしる。
　3．低蛋白高脂肪食実瞼
　低蛋白高脂肪食油興1専の白鼠各臓器組織のPlasmalogen
含量は第2表第2節の如くである。肝中性脂肪量の3倍檜
加に比較して，各臓器Plasmalogenは対照動物に比較し
て殆ど変動が認められなかった。
　4．高コレステ・一ル脂肪食実瞼
　高コレステロール）1旨肪食投與時の乱騰器Plasmalogen
含量は第2表第鎚節の如くである。肝中性脂肪測定値は一
等二丁性脂肝中最も著明に塘旧し，対照動物の10倍以上
の値を示したが，之に反してPlqsmalogen含量には対照
動物に比較して殆ど変化が見られなかρた。
　5．肝臓食実瞼
　生の牛肝臓投與蒔の各臓器Plasmalogen含量は第2衷
第4節の如くである。この分析例3例中2例までにその肝
におけるPlasmalogen含量が他の食事性脂肝と異なり著
しく増加して居ることは誠に興味ある結果であった。他の
1例についても対照動物よりも．高い値が得られている。か
くの如く肝Plasmalogenの著明な堰加があるにも拘らず，
肝以外の各臓蕃は対照動物に比較して正常範囲内のPlas－
malogen含量を示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i（t’　’）　．6．完全鱗餓実瞼
　4日問に亘る完全僕餓後の各臓器組織のPlasmalogen
含量は第2衷第5節の如くである。なお鱗餓日数に俘なう
体重減少を第3表とした。この衷より明かなる如く分析時
の白鼠体重は実瞼前体重の約彗に減少している。また各臓、
器重量は体重減少の割合よりもその低下の度が著しく，肝
以外の臓器は戦歴の減少を示したが，肝は最も高度に減少
しその分析時重：量は対照動物のそれに比較して約去であ
った。
　これに反してPlasmalogen　mg％は表の如く肝，肺に
おいて塘加が認められるだけであって，他臓器のそれは全
て正常範囲内であった。それ放第4表の如く各臓器Plas－
malogen総量を算lllして見ると正常或いはそれ以下の分
析値を示した。
第3表門門日数に俘なう体重減少
?
鍛餓前
体　重
1459
108
酸　餓
第1凹
1339
98
饅　餓
第2凹
1259
87
鱗餓第3H
1149
79
饒餓第4日
1089
70
第4表完全鱗餓動物の臓器重量及び
　　　Plasmalogen総量
???????? ?
臓器：重量
1．30g
O．45
0．72
ユ．00
0．12
2．40
A’　L　B「Pl縁?高≠結ﾀnl臓器重量・iPl黙mal（量n
5．07mg
O．45
2．90
1．04
1．87　’
1．92
1．10g
O．37
0．70
0．85
0．10
2．10
4．73mg
O．40
1．07
1．02
0．14
ユ．13
X左右両臓器の纏和
結 語
　著者は白鼠に低蛋白高脂肪食，高コレステロー
ル脂肪食，肝臓食，下袴等により食飼性脂肝を発
生させ，その場合の肝中性脂肪量及び各臓器Plas－
malogen含量を測定し，対照動物のそれと比較し
?
．78 吉原 ・複合脂質に関する生化学的研究　XI 札幌医誌1953
た。
　各食飼性脂肝において，肝中性脂肪量がiE常量
よbも遙かに増加．し且つ組織学的に完全なる脂肝
所見を呈しているにかかわらす，各臓器Plasma－
logen含量は各脂肝を通じて殆ど対照動物各臓器
含：量と大差がなかった。ただこれ等の中，肝臓食
脂肝の場合の肝におけるPlasmalogenが著明な糟
加を．示し．たごとは全く予期に反したる興味ある結
果であったe更に磯．餓実験に．おいて肝，肺等に可
成りのPlasmalogen　mg％の増加が認められたが
これ等は臓器璽量の著明な減少を件なってV・るた
め，そのPlasmalogen総：量．は反ってTE常以下の値
を示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　（日召禾028．工．22受付’）
Sum血ary
　　　On　the　rat，s　organ　plasmalogen　in　the　various　dietary　fatty　Iivers．
　　　The　au止or　produced　dietary　fatty　livers　in　rats　with　the　different　die．ts；with　so－called　Iow
protein　and．high　fatty，　high　cholesterol　and　raw　liver　diets．’The　total　starvation　has　been　also
added　to　these　experimental　Series．
　　　The　organs　of　rats　with　these　fatty　livers　have　been　analyzed　for　plasmalogen　and　compared
with　the　normal　value．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　In　these　cases，　the　pathological　（＝hang．es　have　been　apParently　observed　i血　th6　1ivers，　the
neutral　fat　of　which　has　increased｛fom　3　to　ll　times，　as　compared　with　the　ilormal　liv¢r，　In
spite　of　such　all　increase　in　neutral　fat，　the　author　has　been　unable　to　find　any　change　of　the
・plasmalogen　in　analyzed　organs．．　It三s，　however，　an　unexpected　and　very　i重lteresting　fact　that　the
livers　in　raw　liver　diet　alone　hav酵atenfold　increase　in　plasmalogen・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Jan，22，1953）
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